
(57)【要約】

【課題】組電池２を構成する電池２ａ～２ｄの電圧を検

出するために用いる検出線７ｃに電流が流れることによ

り、この検出線７ｃを境として組電池２が複数のブロッ

ク（２ａ～２ｃと２ｄ）に分かれた場合に、この分かれ

たブロック間で消費電流の差が生じるために発生するブ

ロックの容量のバラツキを抑制することを目的としたも

のである。

【解決手段】複数のブロックのうちで、電流値が一番高

いブロック（２ａ～２ｃ）の消費電流に他のブロック（

２ｄ）の電流値を合わせるように計算された回路又は素

子を、上記電流値が一番高いブロック（２ａ～２ｃ）以

外のブロック（２ｄ）の正負極間に挿入した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
組 電 池 を 構 成 す る 電 池 の 電 圧 を 検 出 す る た め に 用 い る 検 出 線 に 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 、
こ の 検 出 線 を 境 と し て 前 記 組 電 池 が 複 数 の ブ ロ ッ ク に 分 か れ た 場 合 に 、 前 記 分 か れ た ブ ロ
ッ ク 間 で 消 費 電 流 の 差 が 生 じ る た め に 発 生 す る ブ ロ ッ ク の 容 量 の バ ラ ツ キ を 抑 制 す る 容 量
バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 で あ っ て 、
前 記 複 数 の ブ ロ ッ ク の う ち で 、 電 流 値 が 一 番 高 い ブ ロ ッ ク の 消 費 電 流 に 他 の ブ ロ ッ ク の 電
流 値 を 合 わ せ る よ う に 計 算 さ れ た 回 路 又 は 素 子 で あ る と 共 に 、 前 記 電 流 値 が 一 番 高 い ブ ロ
ッ ク 以 外 の ブ ロ ッ ク の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 は 、 定 電 流 ダ イ オ ー ド 、 定 電 流 回 路 、 又 は 、 抵 抗 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 組 電 池 を 構 成 す る 電 池 の 電 圧 を 検 出 す る た め に 用 い る 検 出 線 に 電 流 が 流 れ る こ
と に よ り 、 こ の 検 出 線 を 境 と し て 前 記 組 電 池 が 複 数 の ブ ロ ッ ク に 分 か れ た 場 合 に 、 こ の 分
か れ た ブ ロ ッ ク 間 で 消 費 電 流 の 差 が 生 じ る た め に 発 生 す る ブ ロ ッ ク の 容 量 の バ ラ ツ キ を 抑
制 す る 発 明 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 の よ う に 、 直 列 に 接 続 し た 複 数 の 電 池 か ら 構 成 さ れ る 組 電 池 に
お い て 、 任 意 電 池 の 電 圧 を 検 出 す る 場 合 に は 、 検 出 線 に 流 れ る 電 流 に よ り 検 出 線 を 境 に 上
位 ブ ロ ッ ク と 下 位 ブ ロ ッ ク と の 間 で 消 費 電 流 の 差 が 生 じ 、 容 量 の バ ラ ツ キ が 発 生 す る 。 即
ち 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 制 御 基 板 １ ０ １ に 電 圧 検 出 回 路 ３ 及 び Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ａ ｌ 　
Ｐ ｒ ｏ ｃ ｅ ｓ ｓ ｉ ｎ ｇ 　 Ｕ ｎ ｉ ｔ ） ４ を 取 り 付 け 、 組 電 池 ２ を 構 成 す る 電 池 ２ ｄ の 電 圧 を
検 出 す る 場 合 に は 、 検 出 線 ７ ｃ に 流 れ る 電 流 （ Ｉ ２ － Ｉ １ ） に よ り 検 出 線 ７ ｃ を 境 に 上 位
ブ ロ ッ ク で あ る 電 池 ２ ｄ に は 電 流 Ｉ １ が 流 れ 、 下 位 ブ ロ ッ ク で あ る 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ
か ら 成 る 電 池 群 ２ Ａ に は 電 流 Ｉ ２ が 流 れ る 。 こ の よ う に 、 上 位 ブ ロ ッ ク と 下 位 ブ ロ ッ ク と
の 間 で 消 費 電 流 の 差 が 生 じ 、 電 池 の 電 圧 に バ ラ ツ キ が 発 生 す る 。 尚 、 こ こ で は 、 電 源 線 ６
は 検 出 線 も 兼 ね て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な バ ラ ツ キ が 発 生 す る と 、 電 池 の 実 力 容 量 に 対 し て 使 用 で き る 容 量 が 減 少 す る た
め 、 発 生 し た バ ラ ツ キ を 補 正 す る た め に 、 容 量 の 高 い 電 池 （ セ ル ） 、 若 し く は ブ ロ ッ ク を
個 別 に 放 電 さ せ る 必 要 が あ っ た 。 そ の た め 、 従 来 か ら 、 電 池 の 電 圧 に バ ラ ツ キ が 生 じ た 場
合 に は 、 こ の バ ラ ツ キ を 検 出 し て 能 動 的 に バ ラ ツ キ を 抑 え る よ う に し て い た （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ２ ５ ３ ４ ６ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 か ら 提 案 さ れ て い る 容 量 の バ ラ ン ス を 取 る た め の 技 術 は 、 電 池 の 細 か
な 制 御 が 必 要 で あ り 、 複 雑 な 構 成 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 述 し た 事 情 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 電 池 の 電 圧 の バ ラ ツ キ 自 体 を 抑 制 す
る こ と に よ り 、 バ ラ ツ キ が 生 じ た 後 に 能 動 的 に バ ラ ツ キ を 抑 え る 制 御 を す る ま で も な い 発
明 を 提 案 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 組 電 池 を 構 成 す る 電 池 の 電 圧 を 検
出 す る た め に 用 い る 検 出 線 に 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 、 こ の 検 出 線 を 境 と し て 前 記 組 電 池
が 複 数 の ブ ロ ッ ク に 分 か れ た 場 合 に 、 前 記 分 か れ た ブ ロ ッ ク 間 で 消 費 電 流 の 差 が 生 じ る た
め に 発 生 す る ブ ロ ッ ク の 容 量 の バ ラ ツ キ を 抑 制 す る 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 で あ っ て 、 前 記
複 数 の ブ ロ ッ ク の う ち で 、 電 流 値 が 一 番 高 い ブ ロ ッ ク の 消 費 電 流 に 他 の ブ ロ ッ ク の 電 流 値
を 合 わ せ る よ う に 計 算 さ れ た 回 路 又 は 素 子 で あ る と 共 に 、 前 記 電 流 値 が 一 番 高 い ブ ロ ッ ク
以 外 の ブ ロ ッ ク の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 前 記 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 は 、 定 電 流 ダ イ オ ー ド 、 定 電 流 回 路 、
又 は 、 抵 抗 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ は 、 図 ７ に お け る Ｉ ２ ＞ Ｉ １ の と き に 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 本 発
明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ を 含 ん だ 制 御 基 板 １ 及 び 組 電 池 （ パ ッ ク
バ ッ テ リ ） ２ の 構 成 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 ７ に お け る Ｉ ２ ＜ Ｉ １ の と き に 本 発 明 を 適 用 し
た 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 同 じ く 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ ’ を 含 ん だ 制 御 基 板 １ 及 び 組
電 池 ２ の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ に 示 す 制 御 基 板 １ は 、 組 電 池 ２ の 充 ・ 放 電 制 御 と 容 量 （ 残 量 ） 管 理 を 行 う た め に 使 用
す る 基 板 で あ る 。 制 御 基 板 １ に は 、 組 電 池 ２ の 電 圧 を 検 出 す る た め の 電 圧 検 出 回 路 ３ と 、
検 出 結 果 を 受 け て 次 の 処 理 に 反 映 し た 命 令 を 出 す た め の Ｃ Ｐ Ｕ ４ と 、 本 実 施 形 態 の 特 徴 部
分 で あ る 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の 制 御 基 板 １ は グ ラ
ン ド Ｇ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
一 方 、 組 電 池 ２ は 、 本 実 施 形 態 で は 、 ４ つ の 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ を 直 列 接 続 し て
構 成 さ れ て い る 。 組 電 池 ２ の 負 極 は グ ラ ン ド Ｇ に 接 続 さ れ て お り 、 組 電 池 ２ の 正 極 は 、 電
源 線 を 兼 ね て い る 検 出 線 ７ ｄ を 介 し て 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 電 池 ２ ｃ と 電 池 ２ ｄ の 間 に は 、 電 圧 検 出 端 子 ｃ ｄ が 設 け ら れ て お り 、 こ こ か ら 検 出
線 ７ ｃ が 電 圧 検 出 回 路 ３ に 延 出 さ れ て い る 。 検 出 線 ７ ｄ と 検 出 線 ７ ｃ が 組 に な っ て 、 電 池
２ ｄ の 電 圧 、 若 し く は 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ （ 電 池 群 ２ Ａ ） の 総 電 圧 を 検 出 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 、 容 量 バ ラ ツ キ 制 御 回 路 １ １ は 、 図 ７ に お け る 電 流 値 が 低 い 電 池 ２ ｄ の 消 費 電 流 を 、
電 流 値 が 高 い 電 池 群 ２ Ａ の 電 流 値 （ Ｉ ２ ） に 合 わ せ る よ う に 計 算 さ れ た 回 路 又 は 素 子 で あ
り 、 制 御 基 板 １ 上 で 電 池 ２ ｄ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 。
換 言 す る と 、 上 記 ブ ロ ッ ク （ 電 池 ２ ｄ 、 電 池 群 ２ Ａ ） の う ち で 、 電 流 値 が 一 番 高 い ブ ロ ッ
ク （ 電 池 群 ２ Ａ ） の 消 費 電 流 に 他 の ブ ロ ッ ク （ 電 池 ２ ｄ ） の 電 流 値 を 合 わ せ る よ う に 計 算
さ れ た 回 路 又 は 素 子 で あ る と 共 に 、 電 流 値 が 一 番 高 い ブ ロ ッ ク （ 電 池 群 ２ Ａ ） 以 外 の ブ ロ
ッ ク （ 電 池 ２ ｄ ） の 正 負 極 間 に 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ を 挿 入 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 実 施 形 態 で は 、 初 め か ら 、 あ る 程 度 の バ ラ ツ キ が 分 か っ て い る た め 、 そ れ に 合 わ せ て 容
量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ を 所 定 位 置 に 挿 入 し て お け ば 、 電 圧 の バ ラ ツ キ 自 体 を 抑 制 す る こ
と が で き 、 バ ラ ツ キ が 生 じ た 後 に 能 動 的 に バ ラ ツ キ を 抑 え る 制 御 を す る ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 所 定 位 置 に 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ を 取
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り 付 け る こ と で 、 組 電 池 ２ を 構 成 す る 全 て の 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ を 流 れ る 電 流 が
、 電 流 値 の 大 き い 方 の Ｉ ２ に 合 わ せ て 等 し く 流 れ る た め 、 各 電 池 の 容 量 の バ ラ ツ キ を 抑 制
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
尚 、 図 ７ に お い て 、 Ｉ １ ＞ Ｉ ２ の 場 合 は 、 電 流 値 が 大 き い 方 の Ｉ １ に 合 わ せ て 電 流 を 流 す
必 要 が あ る 。 そ の た め 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 池 群 ２ Ａ の 消 費 電 流 を 電 池 ２ ｄ の 消 費 電 流
と 合 わ せ る よ う に 計 算 さ れ た 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ ’ は 、 制 御 基 板 １ ’ 上 で 電 池 群 ２
Ａ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 場 合 の 電 源 線 ６ は 、 検 出 線 と 兼 ね て い な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 例 】
次 に 、 上 記 実 施 形 態 を 具 体 的 に 示 し た 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
〔 第 １ の 実 施 例 〕
以 下 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 用 い て 、 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ の 実 施 例 で は 、 検 出 線 の 負 荷 が 定 電 流 負 荷 の 場 合 を 示 し て い る 。 図 ３ は 、 本 実 施 例 の
容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ２ を 取 り 付 け て い な い 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ４ は 、 本 実 施 例
の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ２ を 取 り 付 け た 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。 尚 、 上 記 実 施 形 態 と 同
一 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 電 圧 検 出 回 路 ３ 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ４ は 、 制 御 基 板 ２ １ に 取 り 付 け ら れ て い る
。 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 ４ つ 全 て の 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ の 電 圧 を 検 出 す る た め に
、 ４ つ の 検 出 線 ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ， ７ ｄ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 即 ち 、 電 池 ２ ａ と 電 池 ２
ｂ の 間 に は 、 電 圧 検 出 端 子 ａ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 こ こ か ら 検 出 線 ７ ａ が 電 圧 検 出 回 路 ３
に 延 出 さ れ て い る 。 電 池 ２ ｂ と 電 池 ２ ｃ の 間 に は 、 電 圧 検 出 端 子 ｂ ｃ が 設 け ら れ て お り 、
こ こ か ら 検 出 線 ７ ｂ が 電 圧 検 出 回 路 ３ に 延 出 さ れ て い る 。 電 池 ２ ｃ と 電 池 ２ ｄ の 間 に は 、
電 圧 検 出 端 子 ｃ ｄ が 設 け ら れ て お り 、 こ こ か ら 検 出 線 ７ ｃ が 電 圧 検 出 回 路 ３ に 延 出 さ れ て
い る 。 ま た 、 電 池 ２ ｄ の 正 極 側 か ら 電 源 線 を 兼 ね た 検 出 線 ７ ｄ が 電 圧 検 出 回 路 ３ に 延 出 さ
れ て い る 。 こ れ に よ り 、 グ ラ ン ド Ｇ と 検 出 線 ７ ａ が 組 に な っ て 電 池 ２ ａ の 電 圧 を 検 出 し 、
検 出 線 ７ ａ と 検 出 線 ７ ｂ が 組 に な っ て 電 池 ２ ｂ の 電 圧 を 検 出 し 、 検 出 線 ７ ｂ と 検 出 線 ７ ｃ
が 組 に な っ て 電 池 ２ ｃ の 電 圧 を 検 出 し 、 検 出 線 ７ ｃ と 検 出 線 ７ ｄ が 組 に な っ て 電 池 ２ ｄ の
電 圧 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 こ の 実 施 例 で は 、 上 記 の 如 く 、 各 検 出 線 ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ， ７ ｄ の 負 荷 が 定 電 流 負
荷 （ Ｉ ） の 場 合 を 示 し て お り 、 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ２ を 取 り 付 け る 前 に お い て は 、 組
電 池 ２ の 各 電 池 で は 、 電 池 ２ ａ で ４ Ｉ （ Ｉ の ４ 倍 ） 、 電 池 ２ ｂ で ３ Ｉ （ Ｉ の ３ 倍 ） 、 電 池
２ ｃ で ２ Ｉ （ Ｉ の ２ 倍 ） 、 電 池 ２ ｄ で Ｉ の 電 流 が 流 れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の よ う な 構 成 に お い て 本 実 施 例 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 電 池 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ の 消
費 電 流 を 電 池 ２ ａ の 消 費 電 流 と 合 わ せ る よ う に 計 算 さ れ た 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ２ を 、
制 御 基 板 ２ １ に 取 り 付 け る 。 こ の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 ２ １ は 、 例 え ば 、 ３ つ の 定 電 流 ダ
イ オ ー ド １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ 、 １ ２ ｄ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の う ち 、 定 電 流 ダ イ オ ー ド
１ ２ ｂ は 電 池 ２ ｂ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ 、 定 電 流 ダ イ オ ー ド １ ２ ｃ は 電 池 ２ ｃ の 正 負 極 間
に 挿 入 さ れ 、 定 電 流 ダ イ オ ー ド １ ２ ｄ は 電 池 ２ ｄ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 。 尚 、 定 電
流 ダ イ オ ー ド の 代 わ り に 、 定 電 流 回 路 を 取 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 実 施 例 に よ れ ば 、 上 記 所 定 位 置 に 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ２ を 取 り
付 け る こ と で 、 組 電 池 ２ を 構 成 す る 全 て の 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ を 流 れ る 電 流 が 、
電 流 値 の 一 番 大 き い ４ Ｉ に 合 わ せ て 等 し く 流 れ る た め 、 各 電 池 の 容 量 の バ ラ ツ キ を 抑 制 す
る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 第 ２ の 実 施 例 〕
以 下 、 図 ５ 及 び 図 ６ を 用 い て 、 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 ２ の 実 施 例 で は 、 検 出 線 の 負 荷 が 定 抵 抗 負 荷 の 場 合 を 示 し て い る 。 図 ５ は 、 本 実 施 例 の
容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ３ を 取 り 付 け て い な い 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ６ は 、 本 実 施 例
の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ３ を 取 り 付 け た 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。 尚 、 上 記 実 施 形 態 及 び
実 施 例 と 同 一 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 電 圧 検 出 回 路 ３ ’ 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ４ は 、 制 御 基 板 ３ １ に 取 り 付 け ら れ て い
る 。 本 実 施 例 の 電 圧 検 出 回 路 ３ ’ は 、 差 動 増 幅 回 路 ５ と 、 同 じ 抵 抗 値 Ｒ の ４ つ の 分 圧 抵 抗
６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ ， ６ ｄ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 各 抵 抗 は 、 何 れ も グ ラ ン ド Ｇ に
接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 差 動 増 幅 回 路 ５ は 、 各 分 圧 抵 抗 を 用 い て 検 出 し た 分 圧 値 か ら 各
電 池 の 電 圧 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 組 電 池 ２ を 構 成 す る ４ つ の 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ の 電 圧 は 、 そ れ ぞ れ Ｖ 、 ２
Ｖ （ Ｖ の ２ 倍 ） 、 ３ Ｖ （ Ｖ の ３ 倍 ） 、 ４ Ｖ （ Ｖ の ４ 倍 ） で あ る 。 ま た 、 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制
回 路 １ ３ を 取 り 付 け る 前 に お い て は 、 ４ つ の 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ の 電 流 が 、 そ れ
ぞ れ 、 １ ０ Ｉ （ Ｉ の １ ０ 倍 ） 、 ９ Ｉ （ Ｉ の ９ 倍 ） 、 ７ Ｉ （ Ｉ の ７ 倍 ） 、 ４ Ｉ （ Ｉ の ４ 倍 ）
で あ り 、 ４ つ の 検 出 線 ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ， ７ ｄ を 流 れ る 電 流 が 、 そ れ ぞ れ 、 Ｉ 、 ２ Ｉ （ Ｉ
の ２ 倍 ） 、 ３ Ｉ （ Ｉ の ３ 倍 ） 、 ４ Ｉ （ Ｉ の ４ 倍 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 の よ う な 構 成 に お い て 本 実 施 例 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 電 池 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ の 消
費 電 流 を 電 池 ２ ａ の 消 費 電 流 と 合 わ せ る よ う に 計 算 さ れ た 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ３ を 、
制 御 基 板 ３ １ に 取 り 付 け る 。 こ の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 ３ １ は 、 例 え ば 、 ３ つ の 抵 抗 １ ３
ｂ ， １ ３ ｃ ， １ ３ ｄ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の う ち 、 抵 抗 １ ３ ｂ は 、 抵 抗 値 Ｒ の 抵 抗
で あ り 、 電 池 ２ ｂ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 。 抵 抗 １ ３ ｃ は 、 抵 抗 値 Ｒ ／ ３ の 抵 抗 で あ
り 、 電 池 ２ ｃ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 。 ま た 、 抵 抗 １ ３ ｄ は 、 抵 抗 値 Ｒ ／ ６ の 抵 抗 で
あ り 、 電 池 ２ ｄ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 実 施 例 に よ れ ば 、 上 記 所 定 位 置 に 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ３ を 取 り
付 け る こ と で 、 組 電 池 ２ を 構 成 す る 全 て の 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ を 流 れ る 電 流 が 、
電 流 値 の 一 番 大 き い １ ０ Ｉ に 合 わ せ て 等 し く 流 れ る た め 、 各 電 池 の 容 量 の バ ラ ツ キ を 抑 制
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 所 定 位 置 に 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 を 取 り 付 け る
こ と で 、 組 電 池 を 構 成 す る 全 て の 電 池 を 流 れ る 電 流 が 、 電 流 値 の 一 番 大 き い 電 流 値 に 合 わ
せ て 等 し く 流 れ る た め 、 各 電 池 の 容 量 の バ ラ ツ キ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ を 含 ん だ 制 御 基 板 １ 及 び 組
電 池 （ パ ッ ク バ ッ テ リ ） ２ の 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ ’ を 含 ん だ 制 御 基 板 １ 及 び
組 電 池 ２ の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 例 の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ２ を 取 り 付 け て い な い 状 態 を 示 し た 図 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 例 の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ２ を 取 り 付 け た 状 態 を 示 し た 図 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 例 の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ３ を 取 り 付 け て い な い 状 態 を 示 し た 図 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 本 実 施 例 の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ３ を 取 り 付 け た 状 態 を 示 し た 図 。
【 図 ７ 】 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ １ を 含 ん で い な い 制 御 基 板 １ 及 び 組 電 池 （ パ ッ ク バ ッ テ
リ ） ２ の 構 成 図 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ 　 制 御 基 板
２ 　 組 電 池
２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ 　 電 池
２ Ａ 　 電 池 群
３ 　 電 圧 検 出 回 路
３ ’ 　 電 圧 検 出 回 路
４ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
５ 　 差 動 増 幅 回 路
６ 　 電 源 線
７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ， ７ ｄ 　 検 出 線
８ ａ ， ８ ｂ ， ８ ｃ ， ８ ｄ 　 抵 抗
１ １ 　 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路
１ １ ’ 　 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路
１ ２ 　 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路
１ ２ ｂ ， １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 　 定 電 流 素 子
１ ３ 　 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路
１ ３ ｂ ， １ ３ ｃ ， １ ３ ｄ 　 抵 抗

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(6) JP 2004-282960 A 2004.10.7



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 2日 (2004.3.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 の よ う な 構 成 に お い て 本 実 施 例 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 電 池 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ の 消
費 電 流 を 電 池 ２ ａ の 消 費 電 流 と 合 わ せ る よ う に 計 算 さ れ た 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ３ を 、
制 御 基 板 ３ １ に 取 り 付 け る 。 こ の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 は 、 例 え ば 、 ３ つ の 抵 抗 １ ３
ｂ ， １ ３ ｃ ， １ ３ ｄ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の う ち 、 抵 抗 １ ３ ｂ は 、 抵 抗 値 Ｒ の 抵 抗
で あ り 、 電 池 ２ ｂ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 。 抵 抗 １ ３ ｃ は 、 抵 抗 値 Ｒ ／ ３ の 抵 抗 で あ
り 、 電 池 ２ ｃ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 。 ま た 、 抵 抗 １ ３ ｄ は 、 抵 抗 値 Ｒ ／ ６ の 抵 抗 で
あ り 、 電 池 ２ ｄ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 17日 (2004.3.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 の よ う に 、 直 列 に 接 続 し た 複 数 の 電 池 か ら 構 成 さ れ る 組 電 池 に
お い て 、 任 意 電 池 の 電 圧 を 検 出 す る 場 合 に は 、 検 出 線 に 流 れ る 電 流 に よ り 検 出 線 を 境 に 上
位 ブ ロ ッ ク と 下 位 ブ ロ ッ ク と の 間 で 消 費 電 流 の 差 が 生 じ 、 容 量 の バ ラ ツ キ が 発 生 す る 。 即
ち 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 制 御 基 板 に 電 圧 検 出 回 路 ３ 及 び Ｃ Ｐ Ｕ (Central Processing Un
it)４ を 取 り 付 け 、 組 電 池 ２ を 構 成 す る 電 池 ２ ｄ の 電 圧 を 検 出 す る 場 合 に は 、 検 出 線 ７ ｃ
に 流 れ る 電 流 （ Ｉ ２ － Ｉ １ ） に よ り 検 出 線 ７ ｃ を 境 に 上 位 ブ ロ ッ ク で あ る 電 池 ２ ｄ に は 電
流 Ｉ １ が 流 れ 、 下 位 ブ ロ ッ ク で あ る 電 池 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ か ら 成 る 電 池 群 ２ Ａ に は 電 流 Ｉ
２ が 流 れ る 。 こ の よ う に 、 上 位 ブ ロ ッ ク と 下 位 ブ ロ ッ ク と の 間 で 消 費 電 流 の 差 が 生 じ 、 電
池 の 電 圧 に バ ラ ツ キ が 発 生 す る 。 尚 、 こ こ で は 、 電 源 線 ６ は 検 出 線 も 兼 ね て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３

(10) JP 2004-282960 A 2004.10.7

１



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の よ う な 構 成 に お い て 本 実 施 例 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 電 池 ２ ｂ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ の 消
費 電 流 を 電 池 ２ ａ の 消 費 電 流 と 合 わ せ る よ う に 計 算 さ れ た 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 １ ２ を 、
制 御 基 板 ２ １ に 取 り 付 け る 。 こ の 容 量 バ ラ ツ キ 抑 制 回 路 は 、 例 え ば 、 ３ つ の 定 電 流 ダ
イ オ ー ド １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ 、 １ ２ ｄ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の う ち 、 定 電 流 ダ イ オ ー ド
１ ２ ｂ は 電 池 ２ ｂ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ 、 定 電 流 ダ イ オ ー ド １ ２ ｃ は 電 池 ２ ｃ の 正 負 極 間
に 挿 入 さ れ 、 定 電 流 ダ イ オ ー ド １ ２ ｄ は 電 池 ２ ｄ の 正 負 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 。 尚 、 定 電
流 ダ イ オ ー ド の 代 わ り に 、 定 電 流 回 路 を 取 り 付 け て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 電 圧 検 出 回 路 ３ ’ 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ４ は 、 制 御 基 板 ３ １ に 取 り 付 け ら れ て い
る 。 本 実 施 例 の 電 圧 検 出 回 路 ３ ’ は 、 差 動 増 幅 回 路 ５ と 、 同 じ 抵 抗 値 Ｒ の ４ つ の 分 圧 抵 抗

に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 各 抵 抗 は 、 何 れ も グ ラ ン ド Ｇ に
接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 差 動 増 幅 回 路 ５ は 、 各 分 圧 抵 抗 を 用 い て 検 出 し た 分 圧 値 か ら 各
電 池 の 電 圧 を 検 出 す る こ と が で き る 。
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